
 

研修会報告 
令和 4 年度第 2 回 医師のすそ野を広げる研修会 

在宅医療・介護連携多職種研修会 

日時：令和 5 年 3 月 15 日（水）19：30～21：00 
 
テーマ ：小児在宅医療を考える 

「市民病院の立場から」 
「地域の小児科医師の立場から」 

 
講師：藤沢市民病院小児科   市川和志医師 
   かるがも藤沢クリニック 江田明日香医師 
出席者：会場参加 21 名・ ZOOM 参加 74 名 
    関係者 8 名 合計 103 名 
 
職種別参加者（関係者除く） 
・医師 22 ・歯科医師 7 
・薬剤師 14・看護職 32 
・ＳＷ 6  ・PT/ＯT ２ 
・管理栄養士 2・事務職 9 
・その他 1 
 
アンケート回収数 42 名  

【研修会感想の抜粋】 
・市川先生からフレームや概念、江田先生から実態を
お話し頂いたことでより理解が進んだ。 

・具体例もあり、非常にイメージしやすかった。 
・医療的ケア児や家族の抱える問題が分かった。トリ
プル主治医、実際の医療的ケア児のイメージがつい
た。 

・とても分かりやすくそれぞれの機関での役割がわか
った。それと同時に中核機関から地域への移行の難
しさもよくわかった。 

・訪問看護の立場から先生方があげていた課題に直面
している。どうしたら課題を先生方や行政と共にク
リアできるかを考えてすべての子供たちが笑顔で過
ごせるように頑張って行きたいと思う。 

・行政の協力が必要と思う。 
・医療と福祉教育の連携が大事という言葉が印象的だ
った。 

・成人移行、レスパイトなど今後の課題だと改めて思
った。 

・各々の医療機関の連携が大切だと改めて思った。も
っと沢山のクリニックが関わっていけるとお母さま
の負担は少しでも軽減できるかなと思い、私自身も
っと関わっていきたいと思った。 

・成人を診ている訪問
診療の先生方に小児
を診て頂くための勉
強会をできればと思
う。 

・横浜市は財政的にも藤沢市より余力が
あるのでうらやましい。規模は小さく
ても藤沢もレスパイトセンターやメデ
ィカルショートステイ事業の展開を進
めるべきです。 

・15 歳以上のレスパイトをぜひ。 
ｚｏｏｍ操作の不備で会場の質疑応答が聞こえなかった

り、雑音が入ってしまい、お聞き苦しい所があり申し訳

ありませんでした。 
 

地域包括支援センターから 
 

辻堂東地域包括支援センター 
 
辻堂東地域包括支援センターは、藤沢市の委託事業

で、藤沢市南西部に位置する辻堂地区の 2 つの地域包
括支援センターの一つです。担当エリアは辻堂駅南口
から海岸にかけた辻堂東の地区です。辻堂地区の特徴
としては、商業施設や緑化植物園、海岸と自然と触れ
合える若者に人気のエリアで子育て世代の転入が多
く「住みやすい街」として注目を集めています。 
辻堂地区の高齢化率は 22.38％（2023 年 2 月 1 日現

在）ですが、ベッドタウンとして発展した辻堂エリア
に住む団塊世代の高齢者世帯、単身世帯が増えていま
す。 
 加齢により社会との関りが減り、孤立した暮らしを
送っている方々へは健康づくりをきっかけとした地
域の集いを勧めており、地域サロンで脳トレや体操を、
辻堂海浜公園と諏訪神社で実施している公園体操で
はラジオ体操、かわせみ体操を行い、顔のみえる関係
づくりに取り組んでいます。また、民生委員児童委員、
ケアマネジャーとの勉強会「ふらっと辻堂」を開催し、
地域で支えるネットワークづくりを大切にしていま
す。また、詐欺被害への注意を促す広報誌を配布し、
市民講座にて権利擁護
の啓蒙を行っていま
す。さらに、辻堂地区は
引地川、相模湾と水害
の心配もあり、住民の
防災意識も高いため、
地域の自治会や関係機
関と連携し、住民の自
主防災対策を高める活
動も進めていきます。 

 今後も地域の身近な
相談窓口として「誰も
が暮らしやすい辻堂の
街づくり」に皆様と連
携して取り組んでいき
たいと願っています。 
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